
【問合せ】緑消防署 警防課（中山4-36-19 　　 932-0119）

　横浜市では年間21万件を超える救急要請があり「80隊」の救急隊が対応に当たっています。
そのうち緑区には４つの救急隊があります。

　この特集では、救急隊が出場指令を受けてから消防署に戻って
次の出場に備えるまでの様子を紹介します。

消毒は徹底的に行います。

119番通報は、保土ケ谷区にある司令センターにつながります。
その後、要請場所から一番近い救急隊に「出場指令」が出されます。

救急救命士が観察と処置を行い、医療機関へ搬送します！
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傷病者を搬送後、搬送先で速やかに！
感染症が疑われる場合は、署に戻って、
改めて車も人も徹底的に！

救急車や消防車などが
現場に駆け付けることを
出場といいます！

8人(全員、救急救命士)

24時間の2交代制

約3,000件(令和元年)
1日あたり平均で
8件出場しているよ！

傷病者や家族に寄り添える
救急救命士になるために、
１件１件の活動を大切に
頑張ります！

釜田隊員
かまた

▲出場指令を受ける
　緑消防署の救急隊員

・唯一のフード付き
・あらゆる災害で
  使用可能
・つなぎの
 使い捨てタイプ

粉じん対応防護服

サージカルマスク
(医療用マスク)

感染防止衣
（ジャケットタイプ）
リユース可能

Ｎ９５マスク

上下別の
使い捨てタイプ

感染防止衣

救急隊は、指令を受けると通報内容から適切な防護措置を選択します。

これからも、緑区の安心・安全を
全力でサポートしていきます！

　救急隊では、適切な防護措置を選択することで隊員の感染を防止し、市民の皆さんがいざという
ときに安心して救急車を利用できるよう取り組んでいます。
　感染者やそのご家族、疑いのある方、医療従事者等に対する偏見に基づく差別がないよう、ご理解・
ご協力をお願いいたします。公共機関の提供する正確な情報を入手し、冷静な行動に努めてください。

顔に密着し、微粒子を
95％以上捕集可能

Ｎ９５マスク
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新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、最新の情報に基づいた行動をお願いします。

新型コロナウイルス
感染症関連情報は
市版１～2面に
掲載しています。

横浜市内で急な病気や
けがで病院に行くか
救急車を呼ぶか迷ったら…
救急相談センター「＃7119」
または「045-232-7119」に
電話しましょう！
※年中無休 24時間対応


















